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１９９０年１月２０日の

原因と結果

アイヂン・バラエフ。
博士（歴史学）

１９９０年１月２０日の事件はアゼルバイジャンの現代史上最大の転機の一つであった。

この事件はソ連の領土で

発生した様々な地政学的な変

化の結果として生じた。２０

世紀の終わりにソ連の崩壊プ

ロセスはピークに達した。そ

の理由の一つは、加盟共和国

に起きていた民族解放運動で

あった。特に巨大なのはバル

ト三国やコーカサス、モルド

バの民族運動であった。この

共和国に（アゼルバイジャン

を含めて）発生した民族運動

の主要な目的は主権を求めて

戦うことだった。１９８９年

９月２３日、アゼルバイジャ

ンはソ連の加盟共和国の中で

初めて「アゼルバイジャンＳ

ＳＲの主権について」という

憲を採択した。アゼルバイジ

ャン議会のこのような決定は

完全な主権を得るまでの道程

において最も重要な行為にな

った。

ソ連中央では、アゼルバ

イジャンで起きている傾向を

止めるのは無理だということ

が日ごとに明確になってい

た。その結果、アゼルバイジ

ャンの離脱傾向や避け難いソ

連の崩壊を阻止するため、ソ

歴史
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ビエト政権は武力を利用する

ことにした。軍事作戦は、独

立を求めてソ連から離脱しよ

うとする全ての加盟共和国を

脅かすための政策であった。

アゼルバイジャンが足場とし

て選ばれたのは偶然ではな

い。なぜなら、アゼルバイジ

ャンは加盟共和国の中で最も

「弱い国」の一つと思われて

いたからである。要するに、

バルトや南コーカサスの隣国

に比べると、アゼルバイジャ

ンは西の方に権力のある庇護

者を持っていなかった。しか

も、それらの国の中でアゼル

バイジャンは人口の大半がム

スリムという唯一な共和国だ

った。そのことはソビエト指

導部に、国際社会の監視下に

ある一般への武力利用を正当

化するために、悪名高き「イ

スラム原理主義」の脅威とい

うものをその根拠として利用

する機会を与えることとなっ

た。実際に、ゴルバチョフ氏

はイスラム原理主義者が政権

を握らないよう、アゼルバイ

ジャンに軍隊を送ったと断言

した。

また、ソビエト政権はア

ゼルバイジャンに発生した民

族運動がカラバフ紛争の背景

に起きていたということを考

慮した。カラバフ紛争とは、

アルメニアはアゼルバイジャ

ンのナゴルノ・カラバフと

いう領土権を主張することに

基づく領土問題である。従っ

て、武力の行使を是認するた

めに挑発を行うことは容易で

あった。１９８９年１２月の

終わり頃、カラバフ紛争の不

安定がピークに達した。１９

８９年１２月１日、アルメニ

アＳＳＲの最高会議に定めら

れた判決は紛争の原因になっ

た。この判決によって、アル

メニアＳＳＲとナゴルノ・カ

ラバフは合併した。その後の

アルメニア武装隊員の活動化

は、アゼルバイジャンとの戦

争をもたらした。カラバフ紛

争が始まって以来初めて、ア
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ルメニア分離主義者の攻撃の

目的がナゴルノ·カラバフの

行政の境を越えるアゼルバイ

ジャンの領域となった。

実際に、ソビエト政権の

観察的なポジションやアルメ

ニア側の違憲行為を防止す

るための適当な措置を講じな

いことは、アゼルバイジャン

の政治情勢の激化につながっ

ている。以前、自主的な行為

を取れないアゼルバイジャン

の共産党は、こんな危急な状

況でもソビエト政権の命令に

従うだけであった。１９９０

年の始めに、アゼルバイジャ

ンの管理部が最終的に信用を

失墜して共和国の情勢上のコ

ントロールを完全に失った。

このような状況下では、１９

９０年４月に行われる予定だ

った議会議員選挙では、アゼ

ルバイジャンの人民戦線を首

領とする反対党が選ばれるこ

とは、少しも疑う余地がなか

った。この反対党はソ連共産

党からの分離を執拗に訴え，

戦闘した。こうした状況が全

て、バクーで実施された軍事

作戦の原因と理由になった。

　　おかしなことに，こ

のドラマチックな状況で何の

行動もしなかった共和管理

部が、突如勇敢になって武装

民兵を作り，積極的に戦闘し

はじめた。１９９０年１月の

始めに、共和国の当時のヴェ

ジロフというリーダーが、武

器の供給を約束して若者に民

兵として登録せよと呼びかけ

た。

　　ソビエト政権に対す

る巨大な挑発が準備されてい

たことは明らかであった。実

際に、１９９０年１月１３日

にバクーのいたるどこでソ連

の諜報に挑発されたポグロム

が始まった。このポグロムは

アルメニア人によって起こさ

れた。１９８９年１２月３０

日に「アザドリグ」という新

聞はバクーに住んでいるアル

メニア人によって、こういう

不法な行為が起こされる可能

性に関して政府に忠告した。

にもかかわらず、政府はこの

ポグロムを防ぐために何の手

段もとらなかった。既にポグ

ロムが始まった後、法執行当

局や町にある１２千人のソ連

内務軍は無反応であった。軍

歴史
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隊が介入しないように命令さ

れていたことを証明する何ら

かの反論し難い事実がある。

このような事の成行きはソビ

エト政権にとっては好都合で

あった。ただアゼルバイジャ

ン人民戦線の活動分子の努力

のおかげで、１月１６日に首

都に起こっていたポグロムを

止めることができた。

　　しかし、アゼルバイ

ジャンの既に緊迫した状況を

それ以上に緊張させたのは、

１９９０年１月１５日にソ

連最高会議が出した「ナゴル

ノ·カラバフおよびその他の

地域における緊急事態」とい

う法令であった。特に、バク

ーとギャンジャ市に夜間外出

禁止令を課すことを提案する

第7条は状況をかなり刺激し

た。この法令はアゼルバイジ

ャンにおいては、ソビエト政

権がアルメニアよりびいきの

ポジションを取ることのもう

一つの証拠として評価されて

いた。おまけに書類には、ア

ルメニアの不安定な情勢の原

因である緊急事態の宣告に関

して何の情報もなかったから

である。

　　１９９０年１月１６

－１９日に、バクーで５万人

以上の兵士を数える巨大な部

隊が作られていた。兵士とな

った人は、特にザカフカージ

エ、コーカサス、モスクワ、

レニングラード、および他の

軍管区のエリアから来た人で

あった。また、その中に予備

兵も多く、バクーに兵隊が入

ったとき特に目立ったアルメ

ニア人もいた。犠牲者が多く

出たのは、予備兵の方であっ

た。作戦の前に、アゼルバイ

ジャン人を憎むよう、予備兵

は心理的な反感を抱いてい

た。しかも、予備兵の中には

刑事犯罪者さえもいた。

　　ポグロムの後のバク

ーの周辺への兵隊の集中は、

ソビエト政権がアゼルバイジ

ャンを例にして他の加盟共和

国に脅威を与えようという意

思の証明であった。１９９０

年１月１９－２０日の夜に市
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民が知らないうちにソ連軍戦

車部隊は町に突入した。無差

別の射撃が行われた結果、民

間人の中に多くの犠牲者が出

てしまいました。議会委員会

のデータによると、１９９０

年１月１９－２０日に子供も

含む一般市民の集会で，	1３

１人が亡くなり，７７７人が

負傷した。　

　　確かに、この懲罰政

策のおかげでソビエト政権は

ある策略的な成功を収めた。

要するに、緊急事態の宣告を

してか以来政府を作ったこと

で、アゼルバイジャンの状況

を一時的に安定することが

でた。しかし、１９９０年１

月２０日の虐殺事件はアゼル

バイジャンでのソ連の共産主

義の終わりのきっかけとなっ

たため、戦略の点でソビエト

政権は完全な失敗をした。こ

の事件は、ソビエトは文明の

進んだ民主的な国家に改革で

きないということをはっきり

と世界に知らせた。しかも、

国家のアイデンティティや人

の国民意識の感覚、主権のた

めに戦う決意を刺激した。そ

の証明は、１９９０年１月２

２日に虐殺事件の犠牲者の葬

儀に表れた。たった１日後、

死をとげた住民との最後のお

別れをするため、全ての市民

はまだ市内の中にいたソ連兵

を恐れずに外へ出た。その日

までバクーにはこのようなデ

モ行進は一度もなかった。し

かも、人は痛みや哀悼のみな

らず、不敗をデモする、自由

を得るための闘いを継続する

という想いを持って動いてい

た。

　　従って、このデモ行

進とその後に４０日間続く全

国ストはアゼルバイジャンの

独立を支持する全国民の一般

投票につながった。その上、

ソビエト帝国の破滅を証明す

る証拠であった。チホミロフ

という政治アナリストは、「

ヴレミャ」という日曜日の番

組でバクーに起こった虐殺事

件をコメントしながら、

「この帝国はもう脅迫や

賄賂の政策で維持することが

できない」という真に予言の

フレーズを言い出した。

　　結論として、１９９

０年１月２０日はアゼルバイ

ジャンの現代史の名誉のある

日ということを指摘すべきで

ある。その忌しい夜こそ、丸

腰のアゼルバイジャン人は世

界の最も強力な軍隊の一つに

直面して、独立を堅持するこ

とができた。その後、１９９

１年１０月１８日にアゼルバ

イジャンの国会が独立の決議

を採択したことは、１９９０

年１月の事件の際に事実上到

達したことの法的な証明にな

った。

　　ここでちょっとした

歴史的な補説して２０世紀の

事件と比較すべきである。

１９１８年５月２８日にアゼ

ルバイジャン民主共和国の成

立宣告に先立って、３月の悲

劇の事件があった。バクー、

グバー、ランキャラン、ゴイ

チャイ、カラバフ、ザンゲズ

ルという場所で、バクー·カ

ウンシルに従った赤軍兵士や

アルメニアの過激派で成立し

た民兵に大量のポグロムが発

生した。そのとき、女性や子

供、高齢者の数千人は残酷

歴史
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に殺害された。見たとおり、

歴史が繰り返していくのは、

事件の一貫性に対してのみな

らず、参加者に対してもであ

る。独立はただで得られるも

のではない。血を流して得る

ものである。
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